
令和8 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校
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1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

人の一生につい
て、自己と他者、
社会との関わりか
ら様々な生き方が
あることを理解する
とともに、自立した
生活を営むために
必要な情報の収
集・整理を行い、
生涯を見通して生
活課題に対応し意
志決定をしていく
ことの重要性につ
いて理解してい
る。

生涯を見通した自
己の生活について
主体的に考え、ラ
イフスタイルと将来
の家庭生活及び
職業生活につい
て考慮し、生活設
計を工夫し、表現
することができる。

様々な人々と協働
し、よりよい社会の
構築に向けて、地
域社会に参画しよ
うとするとともに自
分や家族、地域生
活との関わりを踏
まえながら、将来
の充実向上に向
け、生活設計を創
造し、実践しようと
している。

5 ○ ○ ○

生涯発達の視点
で青年期の課題を
理解するとともに、
家族・家庭の機能
と家族関係、家
族・家庭生活を取
り巻く社会環境の
変化や課題、家
族・家庭と社会と
の関わりについて
理解している。

家庭や地域のより
よい生活を創造す
るために、自己の
意志決定に基づ
き、責任を持って
行動することや男
女が協力して、家
族の一員としての
役割を果たし家庭
を気づくことの重
要性について考
察し、表現するな
どをして、課題を
解決する力を身に
付けている。

青年期の立場から
様々な人々と協働
し、よりよい社会の
構築に向けて、地
域社会に参画しよ
うとするとともに自
分や家庭、地域の
生活の充実向上
を図るために、実
践しようとしてい
る。

6 ○ ○ ○

乳幼児期の心身
の発達と生活、親
の役割と保育、子
どもを取り巻く社会
環境、子育てにつ
いて理解するとと
もに、乳幼児と適
切に関わるために
基礎的な技能を身
に付けている。

子どもを産み育て
ることの意義につ
いて考えるととも
に、子どもの健や
かな発達のために
親や家族及び地
域や社会の果た
す役割の重要性
について考察し、
表現するなどし
て、課題を解決す
る力を身に付けて
いる。

様々な人々と協働
し、よりよい社会の
構築に向けて、社
会の一員として子
どもの成長に主体
的に関わり、地域
に参画しようとする
とともに自分や家
庭、地域の生活の
充実向上を図るた
めに、実践しようと
している。

7 ○ ○ ○

高齢期の心身の
特徴、高齢者を取
り巻く社会環境、
高齢者の尊厳と自
立生活の支援や
介護について理
解するとともに、生
活支援に関する基
礎的な技能を身に
付けている。

高齢者の自立生
活を支えるため
に、家族や地域及
び社会の果たす
役割の重要性に
ついて考察し、表
現するなどとして、
課題を解決する力
を身に付けてい
る。

様々な人々と協働
し、よりよい社会の
構築に向けて、家
庭での介護などの
課題解決に主体
的に取り組んだ
り、地域社会に参
画しようとしたりす
るとともに生活の
充実向上を図るた
めに、実践しようと
している。

8 ○ ○ ○

生涯を通して家
族・家庭の生活を
支える福祉や社会
的支援について
理解している。

家庭や地域及び
社会の一員として
の自覚を持って共
に支え合って生活
することの重要性
について考察した
ことを根拠に理論
的に表現するなど
して課題を解決す
る力を身に付けて
いる。

社会の一員として
の自覚をもって、
様々な人々と協働
し、よりよい社会の
構築に向けて地域
社会に参画しよう
とするとともに、自
分や家庭、地域の
生活の充実向上
を図るために、実
践しようとしてい
る。

家 庭 科
教科 科目 単位数 種別 年次

学
習
方
法

座学、実習を通し、生活についての正しい知識を身につける。家庭科の各分野(衣食住、消費、福祉、子ども、高齢者等）の学習内容、小中学校や他教科での学習内容と関連づけ、総合的に考えると理解が深まる。

生活に関する知識や技術を活用しながら、生活課題を解決する方法を考察する。

使用教科書 新図説家庭基礎（実教出版） 担当者

学
習
目
標

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家
庭や地域の生活を創造する資質・能力を育成することを目指す。

家庭 家庭基礎 2 必修科目 １年

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

テストの点数、作品(実技)の点数、授業中の学習状況、実習の取組、授業で活用するプリントの提出などで総合的に評価します。
プリントは自分の考えを書き込んだりし、自分なりの工夫や整理をするように心がけ、自分の考えは自信を持って表現してください。

担
当
者
か
ら

製作実習の作品提出，授業で活用するプリントの提出を重視します。期限を守り，しっかり取り組みましょう。忘れ物をしたら申し出るようにしましょう。授業はＨＲ教
室のほかに，被服室・調理室（どちらも１階）でも行います。教室移動の場合はチャイムがなる前に移動し，遅刻した場合は必ず理由を伝えましょう。移動教室の場
合は，ジャージなど着替えが伴うこともあります。調理実習での忘れ物には特に気をつけましょう。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

評価方法

(1)生涯の生活設
計

人の一生について理解し、生
涯を見通し、主体的に生活す
るために、家族や地域社会の
人々と協力・協働していく力を
身に付ける。

(4)高齢期の生活と
福祉

高齢者の生活と福祉について
理解し、生涯を見通し、主体
的に生活するために家族や地
域社会の人々と協力・協働し
ていく力を身に付ける。

(2)青年期の自立と
家族・家庭

青年期の自立と家族家庭につ
いて理解し、生涯を見通し、主
体的に生活するために家族や
地域社会の人々と協力・協働
していく力を身に付ける。

(3)子どもの生活と
保育

子どもの生活と保育について
理解し、生涯を見通し、主体
的に生活するために家族や地
域社会の人々と協力・協働し
ていく力を身に付ける。

A人の一生と家族・
家庭及び福祉

(5)共生社会と福
祉

共同社会と福祉について理解
し、生涯を見通し、主体的に
生活するために家族や地域社
会の人々と協力・協働していく
力を身に付ける。

テスト、実習のレポート、授業の
取り組みの様子、ワークシート等
の内容、実技などを基に総合的
に評価する。



9 ○ ○ ○

ライフステージに
応じた栄養の特徴
や食品の栄養的
特質、健康や環境
に配慮した食生活
について理解し、
自己や家族の食
生活の計画・管理
に必要な技能を身
に付けている。
おいしさの構成要
素や食品の調理
上の性質、食品衛
生について理解
し、目的に応じた
調理に必要な技
術を身に付けてい
る。

食の安全や食品
の調理上の性質、
食文化の継承を
考慮した献立作成
や調理計画、健康
や環境に配慮した
食生活について
課題を見いだし、
解決策を考察し、
自己や家族の食
事の計画を表現
するなどし、課題
を解決する力を身
に付けている。

食生活と健康につ
いて、課題の解決
に主体的に取り組
んだり、改善したり
して、自分や家
庭、地域の生活の
充実向上を図るた
めに、実践しようと
している。

10 ○ ○ ○

ライフステージや
目的に応じた被服
の機能と着装につ
いて理解し、健康
で快適な衣生活に
必要な情報の収
集・整理ができる。
被服材料、被服構
成及び被服の衛
生について理解
し、被服の計画・
管理に必要な技
能を身に付けてい
る。

被服の機能性や
快適性について
課題を見いだし、
解決策を考察し、
安全で健康や環
境に配慮した被服
の管理や目的に
応じた着装を表現
するなどし課題を
解決する力を身に
付けている。

衣生活と健康につ
いて、課題の解決
に主体的に取り組
んだり、改善したり
して、自分や家
庭、地域の生活の
充実向上を図るた
めに、実践しようと
している。

11 ○ ○ ○

ライフステージに
応じた住生活の特
徴、防災などの安
全や環境に配慮し
た住居の機能に
ついて理解し、適
切な住居の計画・
管理に必要な技
能を身に付けてい
る。

住居の機能性や
快適性、住居と地
域社会との関わり
につい課題を見い
だし、解決策を考
察し、考察したこと
に基づいて理論
的に表現するなど
して課題を解決す
る力を身に付けて
いる。

住生活と健康につ
いて、様々な人々
と協働し、よりよい
社会の構築に向
けて地域社会に参
画しようとするとと
もに、自分や家
庭、地域の生活の
充実向上を図るた
めに、実践しようと
している。

12 ○ ○ ○

家計の構造や生
活における経済と
社会との関わり、
家計管理につい
て理解している。

生涯を見通した生
活における経済の
管理や計画の重
要性についてライ
フステージや社会
保障制度などにつ
いて、課題を見い
だし、解決策を考
察し、考察したこと
に基づいて理論
的に表現するなど
して課題を解決す
る力を身に付けて
いる。

家庭経済と社会と
の関わりを踏ま
え、様々な人々と
協働し、よりよい社
会の構築に向けて
地域社会に参画し
ようとするとともに、
家計や経済管理
の計画など自分や
家庭、地域の生活
の充実向上を図る
ために、実践しよう
としている。

1 ○ ○ ○

消費者の権利と責
任を自覚して、行
動できるよう消費
生活の現状と課
題、消費行動にお
ける意志決定や計
画の重要性消費
者保護の仕組み
について理解して
いるとともに生活
情報を適切に収
集・整理できる。

自立した消費者と
して、生活情報を
活用し、適切な意
志決定に基づい
て行動することや
責任ある消費につ
いて課題を見いだ
し、解決策を考察
し、考察したことに
基づいて理論的
に表現するなどし
て課題を解決する
力を身に付けてい
る。

様々な人々と協働
し、よりよい社会の
構築に向けて、消
費行動と意志決定
について課題の解
決に主体的に取り
組んだり、振り返っ
て改善したりして、
地域社会に参画し
ようとするとともに
自分や家族、地域
の生活との充実向
上を図るために、
実践しようとしてい
る。

2 ○ ○ ○

生活と環境の関わ
りや持続可能な消
費について理解
するとともに、持続
可能な社会へ参
画することの意義
について理解して
いる。

持続可能な社会を
目指して主体的に
行動できるよう、安
全で安心な生活と
消費について課
題を見いだし、解
決策を考察し、考
察したことに基づ
いて理論的に表
現するなどして課
題を解決する力を
身に付けている。

様々な人々と協働
し、よりよい社会の
構築に向けて、持
続可能なライフス
タイルと環境につ
いて課題の解決に
主体的に取り組ん
だり、振り返って改
善したりして、地域
社会に参画しよう
とするとともに自分
や家族、地域の生
活との充実向上を
図るために、実践
しようとしている。

3 ○ ○ ○

ホームプロジェクト
及び学校家庭クラ
ブ活動の意義と実
施方法について
理解している。

自己の家庭生活
や地域の生活と関
連つけて、生活上
の課題を設定し、
解決策を構想し、
実践を評価・改善
し、考察したことを
根拠に基づいて
理論的に表現する
などして課題を解
決する力を身に付
けている。

よりよい社会の構
築に向けて自己の
家庭生活や地域
の生活と関連つけ
て課題の解決に
主体的に取り組ん
だり、振り返って改
善したりして地域
社会に参画しよう
とするとともに家庭
生活や地域の生
活の充実向上を
図るために計画を
立てて実践しようと
している。

B 衣食住の生活の
自立と設計

(1)食生活と健康 食生活と健康について理解
し、健康・快適・安全な食生活
を主体的に営むために実践
的・体験的な学習を通して身
に付ける。

住生活と健康について理解
し、健康・快適・安全な住生活
を主体的に営むために実践
的・体験的な学習を通して身
に付ける。

C 持続可能な消費
生活と環境

(1)生活における経
済の計画

家計の構造や家計と社会との
関わりなど、生活における経
済の計画について理解する。

(2)衣生活と健康 衣生活と健康について理解
し、健康・快適・安全な衣生活
を主体的に営むために実践
的・体験的な学習を通して身
に付ける。

(2)消費行動と意
志決定

(3)持続可能なライ
フスタイルと環境

持続可能なライフスタイルと環
境について、SDGｓの取り組み
などを踏まえ持続可能な社会
を作るために実践的・体験的
な学習を通して身に付ける。

D ホームプロジェク
トと学校家庭クラブ
活動

生活上の課題を設定し解決に
向けて生活を科学的に探究し
たり、創造できる力を身に付け
る。

テスト、実習のレポート、授業の
取り組みの様子、ワークシート等
の内容、実技などを基に総合的
に評価する。

自立した消費者になるために
消費者の権利と責任など理解
し、必要な情報を活用し、消費
行動と意志決定する力を身に
付ける。

(3)住生活と住環
境
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4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ ○ ○ ○

６
○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

選択科目 ２年

家 庭 科
教科 科目 単位数 種別 年次

使用教科書 フードデザイン（実教出版） 担当者

家庭 フードデザイン 2

学
習
目
標

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭
や地域の生活を創造する資質・能力を育成することを目指す。

学
習
方
法

授業や実習などを通し、食についての正しい知識を身につける。どうしたらよくなるか、いい方法はないかなど考え、計画・実習をおこなう。実習後は、成功点や改善点を考察し、次の実践に活かす。

実習・実験にともない、調理教室での授業の場合は授業開始のチャイムが鳴る前に移動しておく。(身だしなみに指定がある場合は開始前に完了しておくこと）

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。
協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

以上の観点をふまえ、

テストの成績、課題やレポートの取組状況、授業への参加態度、実習での取り組みなどから総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

実習費がかかります（5,000円程度）。授業で活用するプリントの提出を重視します。期限を守り、しっかり取り組みましょう。
地域の食材についての学習は１年を通して行います。地域の食材を学校で育てます。毎日の水やりや記録など、忘れずに行います。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

１　健康と食生活 食事の意義と役割 食事の意義と役割について理
解する。

食事の意義と役割
について理解する
とともに食習慣、栄
養状態、食事事
情、食の安全及び
環境との関わりな
どの視点で我が国
の食生活の現状と
課題を把握し、関
連する情報収集・
整理をできる。

健康な食生活のあ
り方に関する課題
を発見し、その解
決に向けて、望ま
しい食習慣の形成
や環境に考慮し、
考慮したことに基
づいて理論的に表
現するなどして課
題を解決する力を
身に付けている。

健康と食生活につ
いて自ら学び、食
生活を総合的にデ
ザインするために
主体的かつ協働的
に取り組み、食生
活の充実向上を図
るために実践しよう
としている。

テスト、実習等のレポート、ワーク
シートの記入内容、実習での取り
組みなどを基に総合的に評価す
る。

食生活の現状と課
題

食習慣、栄養状態、食糧事
情、食の安全と環境の関わりな
どの視点を持ち、我が国の食
生活の現状と課題を把握す
る。

２　フードデザインの
構成要素

ア　栄養 栄養素の機能と代謝及び水の
生理的機能、栄養素の消化、
吸収、排泄の仕組みなど理解
する。日本人の食事摂取基準
や食生活と生活習慣病などと
の関わり、各栄養素を多く含む
食品、栄養を効率的に利用す
るための調理法など理解する。

食生活を総合的に
計画・実施できるよ
うに、栄養、食品、
料理形式と献立、
調理、テーブル
コーディネートなど
のフードデザイン
の構成要素につい
て理解するととも
に、関連する技術
を身に付けてい
る。

栄養、食品、料理
形式と献立、調
理、テーブルコー
ディネートなどの
フードデザインの
構成要素について
課題を発見し、そ
の解決に向けてよ
り豊かな食生活に
ついて考察し、工
夫している。

オ　テーブルコー
ディネート

食事を心豊かにおいしく食べる
ためにはテーブルコーディ
ネートの必要性を理解する。料
理に応じた適切なテーブル
セッティングを考察する。

栄養、食品、料理
形式と献立、調
理、テーブルコー
ディネートなどの
フードデザインの
構成要素について
自ら学び、食生活
を総合的にデザイ
ンするために主体
的かつ協働的に取
り組もうとしている。 イ　食品 食品の特徴、調理上の性質及

び調理における成分の変化な
どを理解する。
食品の生産や流通の現状、食
品の性質と目的に応じた加
工、貯蔵の方法や食品の表示
などについて知る。

ウ　料理形式と献
立

日本料理、西洋料理及び中国
料理など代表的な料理様式に
ついてそれぞれの料理の特徴
や献立構成、マナーなどを理
解する。献立作成の要点や手
順、目的や条件に応じた献立
を考察する。

エ　調理 安全性、栄養、嗜好、心身の健
康、文化の伝承などを踏まえ、
日常食、行事食、供応食など
調理に必要な知識と技術を理
解する。
食物のおいしさは味、香り、色
などに関わり、切り方、加熱な
どの調理操作が大きく影響す
ることを理解する。

３　フードデザイン実
習

ア　食事テーマの
設定と献立作成

日本料理、西洋料理及び中国
料理など様式別に季節、行
事、料理形式、対象などの条
件を考慮し、それにふさわしい
テーマを設定し合わせて、献
立を考える。

食事テーマに応じ
た献立作成、食事
の選択と調理、
テーブルコーディ
ネートと各料理の
サービス方法につ
いて、基本的な考
え方や方法を理解
し、関連する技術
を身に付けてい
る。

食事計画について
課題を発見し、そ
の解決に向けて考
察し、その根拠に
基づいて理論的に
表現するなどして
いる。

フードデザイン実
習について自ら学
び、食生活を総合
的にデザインする
ために主体的かつ
協働的に取り組も
うとしている。

イ　食品選択と調
理

献立に適した食品の選択と食
品の調理性を踏まえた調理を
理解する。
生鮮食品やその加工品の選別
について考える。



1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

テスト、実習等のレポート、ワーク
シートの記入内容、実習での取り
組みなどを基に総合的に評価す
る。

食事テーマに応じ
た献立作成、食事
の選択と調理、
テーブルコーディ
ネートと各料理の
サービス方法につ
いて、基本的な考
え方や方法を理解
し、関連する技術
を身に付けてい
る。

食事計画について
課題を発見し、そ
の解決に向けて考
察し、その根拠に
基づいて理論的に
表現するなどして
いる。

フードデザイン実
習について自ら学
び、食生活を総合
的にデザインする
ために主体的かつ
協働的に取り組も
うとしている。

ウ　テーブルコー
ディネートとサービ
スの実習

食事のテーマにふさわしい食
卓の整え方や周囲の環境づく
りを理解する。
コミュニケーションを円滑に図
り、もてなしの心や食べる人の
心身の状態などを考え、日常
の食事に応用できる方法を考
察する。

４　食育と食育推進
活動

ア　食育の意義 食育基本法及び食育推進基
本計画の趣旨について理解
し、それを踏まえ、食育の重要
性、地域における食育推進に
ついて考察する。

食育を推進するこ
との重要性を理解
し、家庭や学校及
び地域で食育推進
活動を推進するた
めの関連する技術
を身に付けてい
る、

家庭や学校及び
地域における食育
の推進について課
題を発見し、その
解決に向けて考察
し、その根拠に基
づいて理論的に表
現するなどしてい
る。

食育と食育活動に
ついて自ら学び、
家庭や社会の人々
の健康の保持推進
と健全な食生活の
実現を図るため
に、食育推進に主
体的かつ協働的に
取り組もうとしてい
る。

イ　家庭や地域に
おける食育推進活
動

家庭や学校及び地域における
食生活上の問題点や課題を考
え、解決のために計画を考察
し、実践に生かす。



令和 8 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

4 ○ ○

4 ○ ○

5 ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

選択科目 異年次合同

家 庭 科
教科 科目 単位数 種別 年次

使用教科書 なし 担当者

家庭 住生活 2

学
習
目
標

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭
や地域の生活を創造する資質・能力を育成することを目指す。

学
習
方
法

授業や演習を通し、正しい知識を身につけ、情報を選択できるように心がけましょう。授業で活用するプリントの提出を重視します。提出物の〆切を守るようにしましょう。

忘れ物をした場合は、申し出るようにしましょう。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。
協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

以上の観点をふまえ、

テストの点数、授業中の取り組み、演習やレポートの取り組み、提出物などで総合的に判断します。

担
当
者
か
ら

実習費を集める予定です。また，実習費とは別に授業での演習のため，家から不用になったもの(通販カタログなど)を持ってきてもらう場合があります。教室移動があ
る場合にはチャイムがなる前に移動し，遅刻した場合は必ず理由を伝えましょう。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

人と住居 住まいと風土 日本の住居について理解す
る。

日本の各地や世界
の住生活や住居の
様子、住文化の多
様性や住まいの役
割、自然と住居の
関連などを理解し
ている。

日本の各地や世界
の住生活や、住文
化などに関わる課
題を発見し、その
解決策を考察し、
考察したことを根
拠に基づいて、理
論的に表現するな
どし、課題を解決
する力を身に付け
ている。

住生活や住文化、
自然環境と住居な
ど、人と住居との関
わりについて自ら
学び、自分や家
庭、地域の生活の
向上を図るために
実践しようとしてい
る。

テスト、プリントの記入、内容演習
等のレポートなどをもとに総合的
に評価する。

住まいと文化 海外の住居の特徴について理
解する。

住まいの様式や住まいの役割
について、理解する。

人と住居の関わり 自然環境や文化などに調和し
た住まいを考える。

住まいの計画 住空間 ライフステージと住まいの関わ
りについて理解する。

ライフステージと住
まい、生活行為と
必要なスペース、
家族構成に応じた
住まいなどを理解
し、平面図の読み
取りや読み取った
情報を適切に整理
できる。理解したこ
とを踏まえ、平面図
の作成する技能を
身に付けている。

ライフステージと住
まい、生活行為と
必要なスペース、
家族構成に応じた
住まいなどに関わ
る課題を発見し、
その解決策を考慮
し、それを踏まえて
平面図などに表現
するなどし、課題を
解決する力を身に
付けている。

ライフステージと住
まい、生活行為と
必要なスペース、
家族構成に応じた
住まいなどについ
て自ら学び、自分
や家庭、地域の生
活の向上を図るた
めに実践しようとし
ている。

生活行為とスペース、空間と動
線の関わりを理解する。

平面図を見て、住宅、部屋や
家具の配置を理解する。

家族構成になどに応じた適切
な住居の選択や必要なスペー
スなどがわかる。

住空間作り 部屋の間取りと実際の大きさを
理解する。

学習した内容を生かし、一軒家
の平面図を作る。

安全・安心な住まい 防災・防犯 災害の種類を理解し、対応を
考える。

防犯や防災の種類
やその対策、家庭
内での事故防止、
誰にでも住みやす
い住宅などについ
て、理解している。

防犯や防災の種類
やその対策、家庭
内での事故防止、
誰にでも住みやす
い住宅などに関わ
る課題を発見し、
その解決策を考察
し、考察したことを
根拠に基づいて、
理論的に表現する
などし、課題を解
決する力を身に付
けている。

防犯や防災の種類
やその対策、家庭
内での事故防止、
誰にでも住みやす
い住宅などについ
て自ら学び、生活
の向上を図るため
に実践しようとして
いる。

個人や家族に合わせた災害へ
の備えを考える。

家庭内事故のリスクを考え、対
策を考える。

防災マップを作る。

住みやすい住居 住まいのバリアフリーやユニ
バーサルデザインを理解する。

インテリア インテリアコーディ
ネート

色が心に与える影響を理解し、
室内のレイアウトやコディネー
を考える。

色が心に与える影
響を理解し、インテ
リアコーディネート
に関する技術を身
に付けている。

部屋の種類や好み
を考慮したインテリ
アコーディネーを
考え、工夫し、考え
たものを表現する
力を身に付けてい
る。

インテリアコーディ
ネートに関連する
ことを自ら学び、自
分や家庭生活の質
の向上を図るため
に学んだことを実
践しようとしてい
る。いろんなイメージのインテリアを

考える。

住環境 住まいと健康 快適な住環境の要素を理解
し、それを保つための掃除など
の対応を理解する。

住まいと健康との
関連、住まいのメン
テナンスなど住環
境について理解し
ている。

住まいと健康との
関連、住まいのメン
テナンスなど住環
境に関わる課題を
発見し、その解決
策を考察し、考察
したことを根拠に基
づいて、理論的に
表現するなどし、
課題を解決する力

住まいと健康との
関連、住まいのメン
テナンスなど住環
境について自ら学
び、生活の向上を
図るために実践し
ようとしている。

住まいの管理 住居のメンテナンスの必要性と
方法について理解する。

これからの住まい 住宅政策 日本の住宅政策と課題につい
て理解する。

日本の住宅政策や
多様な住まいのス
タイル、空き家問
題などを理解し、リ
フォーム等に関す
る技術を身に付け
ている。

日本の住宅政策や
多様な住まいのス
タイル、古民家や
空き家利用、リ
フォームなどに関
する課題を発見
し、その解決策を
考察し、考察したこ
とを根拠に基づい
て、理論的に表現
するなどし、課題
解決する力を身に
付けている。

日本の住宅政策や
多様な住まいのス
タイル、古民家や
空き家利用、リ
フォームなどにつ
いて自ら学び、自
分、家庭、地域の
生活の向上を図る
ために実践しようと
している。

多様な住まい方 新しい住まいのスタイルや住ま
い方を理解する。

エコロジーな住ま
い

環境に配慮した住まい方につ
いて考える。



3 ○ ○ ○

テスト、プリントの記入、内容演習
等のレポートなどをもとに総合的
に評価する。

日本の住宅政策や
多様な住まいのス
タイル、空き家問
題などを理解し、リ
フォーム等に関す
る技術を身に付け
ている。

日本の住宅政策や
多様な住まいのス
タイル、古民家や
空き家利用、リ
フォームなどに関
する課題を発見
し、その解決策を
考察し、考察したこ
とを根拠に基づい
て、理論的に表現
するなどし、課題
解決する力を身に
付けている。

日本の住宅政策や
多様な住まいのス
タイル、古民家や
空き家利用、リ
フォームなどにつ
いて自ら学び、自
分、家庭、地域の
生活の向上を図る
ために実践しようと
している。

再生する住まい 古民家や空き家などの再利用
やリフォーム等の方法について
理解する。



令和 8 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○

11 ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

選択科目 ３年

家 庭 科
教科 科目 単位数 種別 年次

使用教科書 なし 担当者

家庭 被服技術と理論 2

学
習
目
標

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭
や地域の生活を創造する資質・能力を育成することを目指す。

学
習
方
法

授業や実習を通し、正しい知識や技術を身につける。経験や体験を大切にし、授業の中での実習を通して技術向上に努める。

提出物の〆切を守る。実習・実験にともない、授業開始のチャイムが鳴る前に移動する。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。
協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

以上の観点をふまえ、

授業への参加態度、裁縫技術、作品の完成度などから総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

実習費がかかります（3,500円程度予定）。実習費とは別に、自分の作品を作るため、布等を選び購入してきてもらう場合があります。製作実習の作品などの提出を重
視します。期限を守り、完成させられるようしっかり取り組みましょう。授業は、被服室で行います。教室移動の場合はチャイムがなる前に移動し，遅刻した場合は必ず
理由を伝えましょう。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

１　被服製作のため
の基礎知識

(1)人体と被服 立体構成と平面構成の特徴や
人体計測などの学習内容を理
解する。

人体と被服の関係
性、被服構成の特
徴と違いなどを理
解している。

人体と被服の構成
や、その特徴、動
作とゆとりの関係な
ど、被服に関わる
課題を発見し、そ
の解決策を考察
し、表現するなど、
課題を解決する力
を身に付けてい
る。

人体と被服の構成
や、その特徴、動
作とゆとりの関係な
どについて自ら学
び、自分の生活や
家庭生活の充実向
上のために実践し
ようとしている。

ワークシート
取り組み状況
被服製作作品

(2)立体構成の衣
服

一枚の布をどのようにしてきた
らよいか考え、表現する。

(3)平面構成の衣
服

人体計測を通して、衣生活に
興味を持ち、学習したことを生
かす。

２　洋服製作の技術 (1)製作の基礎 洋服製作の基礎的な知識を理
解し、基本的な技能が身につ
ける。

洋服の製作に必要
な基礎的な知識を
理解し、製作に関
する技能を身に付
けている。

洋服の製作に関す
る課題を発見し、
その解決策を考察
して、それをもとに
工夫して作るなど、
課題を解決する力
を身に付けてい
る。

洋服の製作につい
て自ら学び、被服
技術と理論に基づ
き、自分や家族、
地域の生活を主体
的に創造し、実践
しようとしている。

(2）洋裁 効率のよい作業や美しく仕上
げるために考え、工夫する。

洋服製作に意欲的に取り組
み、学習したことを実践する。

３　衣服の素材 (1)材料の種類 繊維や布など被服材料につい
ての知識を身につけ、学習内
容を理解する。

衣服の素材である
繊維の種類と特徴
について理解し、
素材や繊維の性
能、性質など関連
する技能を身に付
けている。

衣服の素材である
繊維の種類と特
徴、素材や繊維の
性能、性質につい
て課題を発見し、
その解決策を考察
し、表現するなど、
課題を解決する力
を身に付けてい
る。

衣服の素材である
繊維と特徴、素材
や繊維の性能、性
質について自ら学
び、自分の生活や
家庭の生活の充実
向上を図るために
実践しようとしてい
る。

(2)素材の性能 繊維の性質について考察し、
美しく仕上げるために工夫す
る。

被服材料に関心を持ち、衣生
活の中で学習したことを活か
す。

４　アレンジ技術 (1)手芸の技術 手芸作品の製作を通して、刺
しゅう、編物などの技能を身に
つける。

刺しゅうや編物な
ど、手芸の技法を
理解し、関連する
技能を身に付けて
いる。

刺しゅうや編物な
ど手芸の技法、デ
ザインにあった技
法の考察など、課
題を発見し、その
解決策を考察し
て、工夫し表現す
るなど、課題を解
決する力を身に付
けている。

刺しゅうや編物な
ど手芸の技法を自
ら学び、創造的な
製作をし、日常で
活用し、生活の充
実向上を図るため
に実践しようとして
いる。

効率のよい作業や美しく仕上
げるために考え、工夫する。

手芸作品製作に意欲的に取り
組み、学習したこと生かす。

５　和服の製作 (1)製作の基本 和服製作の基礎的な知識を理
解し、基本的な技能が身につ
ける。

和服の製作に必要
な基礎的な知識を
理解し、製作に関
する技能を身に付
けている。

和服の製作に関す
る課題を発見し、
その解決策を考察
して、それをもとに
工夫して作るなど、
課題を解決する力
を身に付けてい
る。

和服の製作につい
て自ら学び、被服
技術と理論で学習
したことを生かし、
自分や家族、地域
の生活を主体的に
創造し、実践しよう
としている。

(2)和裁 効率のよい作業や美しく仕上
げるために考え、工夫する。

和服製作に意欲的に取り組
み、学習したことを実践する。


